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働く者の立場で政策制
度、組織課題の前進を図
り、将来に亘り安全で社会
に信頼されるJRを築こう！

JR連合

JR連合

集約した署名を持って直接麻生財務副大臣に要請

力強く決意を述べる松岡裕次会長

　
Ｊ
Ｒ
連
合
を
代
表
し
て
松
岡

裕
次
会
長
が
挨
拶
に
立
ち
、
安

全
、
政
策
、
民
主
化
闘
争
、
２

０
１
７
春
季
生
活
闘
争
に
つ
い

て
述
べ
、
「
今
年
は
民
主
化
闘

争
の
再
度
巻
き
返
し
を
図
る
重

要
な
位
置
付
け
の
年
で
あ
る
。

Ｊ
Ｒ
北
海
道
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
、

Ｊ
Ｒ
貨
物
の
民
主
化
当
該
３
単

組
と
民
主
化
支
援
４
単
組
が
力

を
合
わ
せ
て
い
く
と
い
う
意
思

統
一
を
図
っ
て
き
た
。
ま
ず
は

Ｊ
Ｒ
連
合
の
求
心
力
を
高
め
る

た
め
に
、
２
０
１
７
春
季
生
活

に
対
し
て
内
向
き
の
取
り
組
み
に
終
始
し

て
き
た
と
い
う
自
責
の
念
を
感
じ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
昨
年
の
定
期
大
会
以
降
、

も
う
一
度
Ｊ
Ｒ
労
働
界
に
民
主
化
の
風
を

吹
か
そ
う
と
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
、
Ｊ
Ｒ
東
日

本
、
Ｊ
Ｒ
貨
物
の
民
主
化
当
該
３
単
組
と

民
主
化
支
援
４
単
組
が
力
を
合
わ
せ
て
い

く
と
い
う
意
思
統
一
を
図
っ
て
き
た
と
こ

ろ
で
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
昨
日
イ
ー

ス
ト
ユ
ニ
オ
ン
が
横
浜
で
組
織
拡
大
を
図
っ

た
と
の
報
告
を
受
け
た
と
こ
ろ
で
す
。
今

年
は
再
度
巻
き
返
し
を
図
る
重
要
な
位
置

付
け
の
年
、
ま
さ
に
節
目
の
年
と
思
っ
て

い
ま
す
。
本
日
ご
参
会
の
皆
様
の
ご
支
援

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
Ｊ
Ｒ
連
合
の
求
心
力
を
高
め
る

た
め
に
、
２
０
１
７
春
季
生
活
闘
争
を
、

連
合
が
掲
げ
る
「
底
上
げ
・
底
支
え
」

「
格
差
是
正
」
を
図
る
Ｊ
Ｒ
連
合
総
が
か

り
の
春
闘
を
展
開
し
、
そ
し
て
組
織
拡
大

と
民
主
化
に
繋
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
へ
の
温
か
い
ご
支
援
ご
指
導

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
一
年
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

て
と
も
に
つ
く
る
「
地
域
共
創
」
を
提
唱

し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
課
題
に
つ
い
て
も

今
年
６
月
の
定
期
大
会
に
む
け
て
、
鉄
道

特
性
の
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
最
終
答

申
を
行
い
、
内
外
に
明
ら
か
に
し
つ
つ
、

政
策
を
出
す
だ
け
で
な
く
政
策
を
実
行
に

移
し
て
い
く
よ
う
に
し
っ
か
り
と
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

さ
い
ご
に
、
Ｊ
Ｒ
発
足
し
て
30
年
、
Ｊ

Ｒ
連
合
結
成
し
て
今
年
５
月
で
25
年
を
迎

え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
５
年
の
タ

イ
ム
ラ
グ
は
何
か
と
い
う
と
、
Ｊ
Ｒ
発
足

後
様
々
な
組
合
が
離
合
集
散
し
、
一
部
セ

ク
ト
に
よ
る
非
民
主
的
な
労
働
運
動
を
行

う
方
々
が
い
た
中
で
、
我
々
の
先
輩
た
ち

が
勇
気
を
も
っ
て
民
主
的
な
労
働
運
動
を

展
開
し
よ
う
と
25
年
前
に
Ｊ
Ｒ
連
合
を
結

成
し
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
Ｊ
Ｒ
連
合

三
代
目
の
葛
野
会
長
が
、
１
９
９
９
年
の

賀
詞
交
歓
会
の
挨
拶
の
中
で
、
Ｊ
Ｒ
労
働

界
の
民
主
化
に
取
り
組
む
こ
と
を
高
ら
か

に
宣
言
し
ま
し
た
。
以
来
、
18
年
で
一
定

の
成
果
は
出
た
も
の
の
、
ま
だ
ま
だ
道
半

ば
で
あ
る
と
い
う
思
い
で
す
。
こ
の
２
年

半
は
残
念
な
が
ら
Ｊ
Ｒ
連
合
の
組
織
課
題

こ
れ
ま
で
の
労
使
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
に
改

め
て
敬
意
を
表
し
ま
す
。
ま
た
、
中
央
リ

ニ
ア
の
問
題
、
整
備
新
幹
線
の
問
題
、
そ

し
て
、
Ｊ
Ｒ
二
島
・
貨
物
の
経
営
課
題
に

つ
い
て
Ｊ
Ｒ
国
会
議
員
懇
談
会
の
議
員
の

お
力
添
え
を
い
た
だ
き
な
が
ら
一
定
の
成

果
を
出
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中

で
、
昨
年
北
海
道
の
ほ
ぼ
半
数
に
の
ぼ
る

10
路
線
13
線
区
の
Ｊ
Ｒ
単
独
で
維
持
で
き

な
い
と
い
う
ロ
ー
カ
ル
線
の
問
題
が
出
て

き
ま
し
た
。
Ｊ
Ｒ
連
合
と
し
て
も
喫
緊
の

大
き
な
課
題
と
し
て
、
当
該
単
組
の
Ｊ
Ｒ

北
労
組
と
連
携
し
、
Ｊ
Ｒ
連
合
の
方
針
、

Ｊ
Ｒ
北
労
組
の
方
針
を
し
っ
か
り
と
出
し

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
10
月
に
四
国

で
政
策
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。

ま
さ
に
こ
の
ロ
ー
カ
ル
線
の
問
題
を
と
り

あ
げ
、
３
年
前
は
「
チ
ー
ム
公
共
交
通
」

を
提
起
し
、
多
く
の
交
運
労
協
の
仲
間
に

も
参
加
い
た
だ
き
な
が
ら
、
昨
年
は
地
域

を
交
通
事
業
者
だ
け
で
な
く
行
政
を
含
め

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
こ
の
年
末
年
始
ま
さ
に
安
全
安
定

輸
送
に
努
め
て
い
た
だ
い
た
組
合
員
に
敬

意
を
表
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
の
会
長
に
な
っ
て
今
年
で
４

回
目
の
賀
詞
交
歓
会
と
な
り
ま
す
。
今
年

初
め
て
、
昨
年
大
会
か
ら
死
亡
労
災
ゼ
ロ

で
あ
り
ま
し
た
。
労
使
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力

で
こ
こ
ま
で
来
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
し

か
し
な
が
ら
重
大
労
災
が
発
生
し
て
い
る

の
も
事
実
で
す
。
労
使
で
気
を
引
き
締
め

て
さ
ら
に
安
全
確
立
に
努
め
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
今
年

の
10
月
に
広
島
で
10
回
目
の
安
全
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。
し
っ
か

り
と
Ｊ
Ｒ
連
合
の
安
全
に
対
す
る
取
り
組

み
方
針
を
内
外
に
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
る
と
、
と
り
わ
け
10
月

に
Ｊ
Ｒ
九
州
が
Ｊ
Ｒ
発
足
30
年
目
に
し
て

株
式
上
場
を
果
た
し
ま
し
た
。
国
鉄
改
革

が
ま
た
一
歩
前
進
し
た
と
い
う
思
い
で
す
。

闘
争
を
Ｊ
Ｒ
連
合
総
が
か
り
で

取
り
組
み
、
組
織
拡
大
と
民
主

化
に
繋
げ
て
い
き
た
い
」
と
決

意
を
語
っ
た
。

　

続
い
て
、
多
く
の
来
賓
が
出

席
す
る
中
、
労
働
界
を
代
表
し

て
連
合
の
逢
見
直
人
事
務
局
長

は
、
「
金
融
緩
和
で
デ
フ
レ
は

脱
却
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
は

明
ら
か
に
な
っ
た
。
い
く
ら
金

融
緩
和
で
お
金
を
流
し
て
も
こ

れ
が
家
計
に
い
き
わ
た
ら
な
い

と
個
人
消
費
は
盛
り
上
が
ら
な

い
。
家
計
に
行
き
渡
る
た
め
に

は
賃
金
と
い
う
か
た
ち
で
行
き

渡
る
必
要
が
あ
る
。
連
合
は
か

ね
て
か
ら
『
底
上
げ
・
底
支
え
』

『
格
差
是
正
』
の
春
闘
を
行
っ

て
き
た
。
今
、
そ
の
路
線
は
正

し
か
っ
た
と
政
府
も
認
め
ざ
る

を
得
な
い
。
我
々
が
し
っ
か
り

と
春
闘
を
闘
う
こ
と
で
、
非
正

規
、
中
小
企
業
、
未
組
織
な
ど

横
に
広
が
り
の
あ
る
賃
上
げ
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
ま
た
、

働
き
方
改
革
に
つ
い
て
は
、
長

時
間
労
働
の
是
正
、
同
一
労
働

同
一
賃
金
に
つ
い
て
は
正
規
と

非
正
規
の
不
合
理
な
格
差
に
つ

い
て
是
正
し
て
い
く
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
く
」
と
、
目
前
に

控
え
た
２
０
１
７
春
季
生
活
闘

争
へ
の
意
気
込
み
を
明
ら
か
に

し
た
。
さ
ら
に
、
住
野
敏
彦
交

運
労
協
議
長
、
民
進
党
団
体
交

流
委
員
会
筆
頭
副
委
員
長
松
原

仁
衆
議
院
議
員
、
Ｊ
Ｒ
連
合
国

会
議
員
懇
談
会
の
榛
葉
賀
津
也

参
議
院
議
員（
副
会
長
）、21
世

紀
の
鉄
道
を
考
え
る
議
員
フ
ォ
ー

ラ
ム
難
波
奨
二
参
議
院
議
員
が

挨
拶
に
立
っ
た
。

　

今
年
も
諸
課
題
が
山
積
す
る

中
、
Ｊ
Ｒ
各
単
組
と
グ
ル
ー
プ

労
組
が
一
丸
と
な
り
、
課
題
解

決
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を

確
認
し
合
っ
た
。

　

２
０
１
７
税
制
改
正
は
、
５

年
前
の
２
０
１
２
税
制
改
正

に
よ
り
継
続
適
用
さ
れ
て
い
た

「
二
島
特
例
」
や
「
承
継
特
例
」

等
の
重
要
な
税
制
特
例
措
置
が

適
用
期
限
切
れ
を
迎
え
る
極
め

て
重
要
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
あ
り
、

Ｊ
Ｒ
連
合
は
各
単
組
と
連
携
を

強
化
し
、
昨
年
度
よ
り
こ
れ
を

見
据
え
た
取
り
組
み
を
行
っ
て

き
た
。

　

２
０
１
６
交
通
重
点
政
策
へ

３
６
２
筆
分
を
集
約
す
る
と
と

も
に
、
地
方
議
会
に
お
け
る
意

見
書
採
択
68
議
会
分
を
実
現
し
、

こ
れ
ら
の
成
果
は
政
治
へ
働
き

か
け
る
強
力
な
武
器
と
な
っ
た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
議
員
懇
談
会

や
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
所
属
議

員
ら
と
密
に
連
携
し
、
11
月
16

日
に
は
麻
生
財
務
大
臣
へ
、
11

月
21
日
に
は
高
市
総
務
大
臣
へ
、

そ
し
て
11
月
22
日
に
は
石
井
国

土
交
通
大
臣
へ
の
要
請
行
動
を

行
い
、
Ｊ
Ｒ
で
働
く
者
の
声
を

代
表
し
て
政
府
へ
直
接
訴
え
て

き
た
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
を

経
て
、
民
進
党
税
制
調
査
会
に

お
い
て
、
民
進
党
内
の
重
点
要

望
に
Ｊ
Ｒ
連
合
の
要
望
事
項
が

盛
り
込
ま
れ
る
こ
と
と
な
り
、

12
月
８
日
自
民
党
と
公
明
党
の

与
党
税
制
改
正
大
綱
に
反
映
さ

れ
、
22
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
。

　

今
要
望
事
項
の
実
現
の
持
つ

効
果
は
極
め
て
大
き
い
。
こ
れ

ら
が
各
社
の
経
営
の
根
幹
を
支

え
、
働
く
組
合
員
の
利
益
に
繋

が
る
。
加
え
て
、
Ｊ
Ｒ
会
社
と

と
も
に
歩
む
グ
ル
ー
プ
会
社
、

そ
し
て
地
域
経
済
・
社
会
の
維

持
・
発
展
に
も
直
結
す
る
。
各

種
税
制
特
例
措
置
の
多
く
は
地

方
税
（
固
定
資
産
税
等
）
で
あ

り
、
地
方
の
貴
重
な
財
源
だ
が
、

地
方
議
会
で
採
択
さ
れ
た
意
見

書
は
ま
さ
に
地
方
自
治
体
の
代

弁
で
あ
り
、
地
方
は
自
ら
の
単

な
る
財
源
要
求
で
は
な
く
、
Ｊ

Ｒ
の
経
営
安
定
が
地
方
路
線
の

維
持
や
地
域
の
発
展
に
つ
な
が

る
も
の
と
な
る
。
全
国
の
地
方

の
声
や
各
地
の
組
合
員
・
家
族

か
ら
の
想
い
が
、
今
回
の
税
制

改
正
大
綱
へ
の
反
映
に
結
実
し

た
と
言
え
る
。

　

一
方
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
・
Ｊ
Ｒ

四
国
・
Ｊ
Ｒ
貨
物
に
つ
い
て
は

依
然
と
し
て
厳
し
い
経
営
状
況

に
あ
り
、
課
題
は
山
積
し
て
い

る
。
Ｊ
Ｒ
連
合
は
引
き
続
き
Ｊ

Ｒ
責
任
産
別
と
し
て
、
加
盟
単

組
や
我
々
の
政
策
活
動
へ
の
理

解
あ
る
国
会
議
員
・
地
方
議
員

と
と
も
に
、
政
策
課
題
の
解
決

に
向
け
た
取
り
組
み
を
展
開
・

強
化
し
て
い
く
。

　

な
お
、
同
税
制
実
施
に
際
し

て
は
法
律
改
正
を
必
要
と
す
る

た
め
、
本
年
の
第
１
９
３
通
常

国
会
に
お
い
て
予
算
編
成
と
と

も
に
審
議
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
引
き
続
き
関
係

議
員
と
連
携
し
、
気
を
緩
め
る

こ
と
な
く
、
円
滑
な
国
会
審
議

を
要
請
し
て
い
く
。

　

Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
６
日
、
都
内
で
２
０
１
７
年
賀
詞
交
歓
会
を

開
催
し
、
連
合
・
交
運
労
協
を
は
じ
め
と
す
る
各
産
別
組
織
、

民
進
党
、
Ｊ
Ｒ
連
合
国
会
議
員
懇
談
会
及
び
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
、

友
誼
団
体
な
ど
多
く
の
来
賓
が
出
席
し
新
た
な
年
の
ス
タ
ー
ト

を
切
っ
た
。

　

松
岡
裕
次
会
長
は
、
Ｊ
Ｒ
連
合
結
成
25
周
年
の
今
年
、
２
０

１
７
春
季
生
活
闘
争
に
全
力
で
取
り
組
み
求
心
力
を
高
め
、
民

主
化
闘
争
に
繋
げ
巻
き
返
し
を
図
る
こ
と
を
力
強
く
宣
言
し
た
。

　

12
月
８
日
、
与
党
は
「
平
成
29
年
度
税
制
改
正
大
綱
」
を
決

定
・
公
表
し
た
。

　

署
名
活
動
と
意
見
書
採
択
の
取
り
組
み
と
関
係
３
大
臣
へ
の

要
請
行
動
が
実
を
結
び
、
２
０
１
７
年
３
月
に
適
用
期
限
切
れ

を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
「
Ｊ
Ｒ
北
海
道
・
Ｊ
Ｒ
四
国
・
Ｊ
Ｒ

貨
物
の
経
営
の
根
幹
を
支
え
る
極
め
て
重
要
な
税
制
特
例
措
置

（
二
島
特
例
・
承
継
特
例
・
買
換
特
例
）
」
や
、
「
Ｊ
Ｒ
各
社

に
共
通
の
各
種
税
制
特
例
措
置
の
適
用
期
限
延
長
要
望
（
旅
客

新
車
特
例
や
石
油
石
炭
税
の
還
付
措
置
等
）
」
の
Ｊ
Ｒ
連
合
要

望
事
項
が
反
映
さ
れ
た
。

２
０
１
７
春
季
生
活
闘
争
と

       

民
主
化
闘
争
に
全
力
で
取
り
組
む

〈
松
岡
裕
次
会
長
挨
拶
〉

  

総
が
か
り
の
春
闘
を

         

組
織
拡
大
と
民
主
化
に
つ
な
げ
る

の
反
映
や
国
土
交
通

省
要
請
・
意
見
交
換

に
加
え
、
組
合
員
・

家
族
等
に
よ
る
「
署

名
活
動
」
や
地
方
議

会
で
の
「
意
見
書
採

択
」
の
取
り
組
み
、

政
党
や
交
運
労
協
を

通
じ
た
働
き
か
け
な

ど
、
総
掛
か
り
の
活

動
を
粘
り
強
く
展
開

し
て
き
た
。
そ
の
結

果
、
組
合
員
・
家
族

等
の
署
名
７
万
９
，

２０１７年賀詞交歓会
ＪＲ連合結成25周年の節目
民主化闘争の
         巻き返しを図る重要な年

２０１７年賀詞交歓会
ＪＲ連合結成25周年の節目
民主化闘争の
         巻き返しを図る重要な年

2017年度
税制改正

２０１７税制改正大綱の内容（抜粋）
○ＪＲ二島・貨物会社の承継特例　⇒５年延長
　国鉄改革により北海道旅客鉄道株式会社及び四国旅客
鉄道株式会社並びに日本貨物鉄道株式会社が承継した本
来事業用固定資産に係る固定資産税及び都市計画税の課
税標準の特例措置の適用期限を５年延長する。

○ＪＲ二島特例　⇒５年延長 
　北海道旅客鉄道株式会社及び四国旅客鉄道株式会社が
所有し又は借り受けている固定資産に係る固定資産税及
び都市計画税の課税標準の特例措置を適用する。

○首都直下・南海トラフ地震特例　⇒１年延長
　鉄軌道事業者が首都直下地震・南海トラフ地震に備え
た鉄道施設等の耐震補強工事によって新たに取得した一
定の償却資産に係る固定資産税の課税標準の特例措置の
適用期限を１年延長する。

○新車特例（旅客）
　　⇒対象車両に係る環境要件を見直して２年延長
　鉄軌道事業者が取得する新造車両に係る固定資産税の
課税標準の特例措置について、対象車両に係る環境要件
を見直した上、その適用期限を２年延長する。

○買換特例は対象車両の要件を見直し
　　⇒対象を電気機関車に限定して3年延長 
　長期所有の土地、建物等から国内にある土地、建物等
への買換えについて、買換資産のうち鉄道事業用車両運
搬具を貨物鉄道事業用の電気機関車に限定する。

○石油・石炭税　⇒3年延長
　特定の用途に供する石炭に係る石油石炭税の軽減措置
の適用期限を３年延長する。

Ｊ
Ｒ
二
島
・
貨
物
の
税
制
特
例
の
延
長
要
望
が
反
映

全
組
合
員
対
象
の
署
名
活
動
と
関
係
省
庁
へ
の
要
請
行
動
が
実
る

Ｊ
Ｒ
二
島
・
貨
物
の
税
制
特
例
の
延
長
要
望
が
反
映

全
組
合
員
対
象
の
署
名
活
動
と
関
係
省
庁
へ
の
要
請
行
動
が
実
る
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みんなで暮らしをガード

近隣の家へ損害を与えたときの「類焼損害保障」、日常生活での賠償事故に備える「個人賠償保障」、
賃貸住宅で火事を起こした場合の「借家人賠償保障＋修理費用」。火災共済とセット加入することで
大型保障を実現します。

オプション保障（類焼損害費用保険、個人賠償責任保険、借家人賠償責任保険＋修理
費用）は、共栄火災海上保険㈱を引受保険会社とする保険契約であり、共済ではあり
ません。詳しい内容は必ずパンフレットおよび重要事項説明書をご確認ください。

火災共済の保障力を、さらにアップさせる新制度。

家族の幸せを災害から守る

火災共済  オプション保障
交運共済 ニュース

B1424401E2144-20150209

※借家にお住まいの方のみ

類焼損害保障 個人賠償保障 借家人賠償保障
＋修理費用

第 536号（２）

水町勇一郎教授

3ルートの検討結果一覧（国交省11月11日公表資料）

北陸新幹線ルート図（11月11日産経新聞）

出席者は国によって取り巻く環境は異なるものの、運
輸に携わる仲間として様々な意見を交換し合った

2017春季生活闘争にも関わるテーマであり、
参加者は真剣に聞き入った

　

１
月
６
日
、
賀
詞
交
歓
会
の

前
段
に
新
春
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
、
Ｊ
Ｒ
各
単
組
役
員
ら
総
勢

１
３
０
名
が
参
加
し
た
。

　

昨
年
か
ら
政
府
が
取
り
組
む

｢

働
き
方
改
革｣

の｢

同
一
労
働

同
一
賃
金｣

に
つ
い
て
、
東
京

大
学
社
会
科
学
研
究
所
の
水
町

勇
一
郎
教
授
か
ら
講
演
を
い
た

だ
き
、
昨
年
末
に
公
表
さ
れ
た

「
同
一
労
働
同
一
賃
金
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
案
」
に
つ
い
て
も
分
か

の
是
正
や
非
正
規
雇
用
の
待
遇

改
善
を
め
ざ
す
「
同
一
労
働
同

一
賃
金
」
に
つ
い
て
の
議
論
が

行
わ
れ
て
き
た
。
２
０
１
７
春

季
生
活
闘
争
を
含
め
３
度
の
労

使
で
の
春
闘
交
渉
を
経
て
実
施

し
て
い
く
猶
予
が
設
け
ら
れ
て

お
り
、
２
０
１
９
年
４
月
施
行

に
む
け
て
労
働
契
約
法
、
パ
ー

ト
タ
イ
ム
労
働
法
、
労
働
派
遣

法
の
３
つ
の
法
改
正
が
行
わ
れ

る
こ
と
と
な
る
。

　

「
同
一
労
働
同
一
賃
金
」
の

具
現
化
は
、
私
た
ち
の
労
働
環

境
に
大
き
く
影
響
す
る
こ
と
に

な
る
。
先
ず
は
２
０
１
７
春
季

生
活
闘
争
に
お
い
て
Ｊ
Ｒ
各
単

組
が
労
使
で
課
題
認
識
を
共
有

し
合
う
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、

来
月
２
日
の
第
29
回
中
央
委
員

会
で
決
定
す
る
２
０
１
７
春
季

生
活
闘
争
方
針
に
お
い
て
も
具

体
的
な
取
り
組
み
の
ひ
と
つ
と

し
て
盛
り
込
ん
で
い
く
。

り
や
す
く
ご
説
明
い
た
だ
い
た
。

　

昨
年
６
月
に
政
府
は
「
1
億

総
活
躍
プ
ラ
ン
」
が
閣
議
決
定

し
、
働
き
方
改
革
と
い
う
キ
ー

ワ
ー
ド
の
も
と
長
時
間
労
働

　
Ｊ
Ｒ
北
労
組
自
動
車
支
部
は
、

「
ジ
ェ
イ
・
ア
ー
ル
北
海
道
バ
ス
」

に
勤
務
す
る
組
合
員
で
構
成
さ
れ
る

支
部
で
す
。
市
街
地
を
走
る
路
線
バ

ス
、
札
幌
を
起
点
と
し
た
道
東
・
道

南
地
方
の
都
市
間
高
速
バ
ス
、
チ
ャ
ー

タ
ー
や
ツ
ア
ー
な
ど
で
全
道
を
駆
け

巡
る
貸
切
バ
ス
な
ど
を
運
行
す
る
乗

務
員
や
ガ
イ
ド
、
一
般
職
、
運
行
管

理
者
な
ど
で
組
合
員
構
成
が
な
さ
れ

て
い
ま
す
。
北
海
道
の
広
大
な
エ
リ

ア
を
「
晴
れ
の
日
も
、
雨
の
日
も
、

時
に
は
前
も
見
え
な
い
猛
吹
雪
の
日
」

も
、
お
客
様
の
足
と
し
て
安
全
第
一

に
日
々
の
運
行
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

自
動
車
支
部
は
、
少
な
い
組
織
人

員
の
中
、
日
々
民
主
化
促
進
と
組
織

拡
大
に
奮
闘
し
て
い
ま
す
。
７
つ
の

分
会
と
青
年
女
性
委
員
会
が
中
心
と

な
り
、
中
途
採
用
さ
れ
る
新
入
社
員

ま
つ
り
を
は
じ
め
と
す
る
、
厳
冬
期

の
お
祭
り
の
時
期
に
入
り
ま
す
。
ジェ

イ
・
ア
ー
ル
北
海
道
バ
ス
で
は
札
幌

市
内
を
め
ぐ
る
市
内
観
光
バ
ス
な
ど

も
運
行
し
て
い
ま
す
。
四
季
を
通
じ

て
様
々
な
色
合
い
、
味
わ
い
の
あ
る

北
海
道
へ
、
ぜ
ひ
お
越
し
い
た
だ
き
、

組
織
的
な
北
海
道
の
現
状
も
併
せ
て

見
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

ＪＲ北労組自動車支部構成組織
紹 介

「同一労働同一賃金」
           について学ぶ

北
陸
新
幹
線
敦
賀
以
西
ル
ー
ト

 

「
小
浜
京
都
ル
ー
ト
」に
決
ま
る

Ｉ
Ｔ
Ｆ
運
輸
路
面
部
会
総
会
と
鉄
道
部
会
総
会

                                     

in 

ブ
リ
ュッ
セ
ル

安
全
の
取
り
組
み
を
世
界
に
向
け
て
発
信

た
、
Ｊ
Ｒ
連
合
の
政
策
的
な
取
り
組

み
が
功
を
奏
し
、
世
間
が
ど
の
労
働

組
合
に
ど
の
よ
う
な
感
情
を
持
っ
て

い
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
会
社
も
意

識
し
始
め
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

民
主
化
促
進
に
繋
が
る
絶
好
の
機
会

と
捉
え
、
引
き
続
き
、
組
織
拡
大
に

取
り
組
む
決
意
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
北
海
道
は
、
札
幌
雪

阪
駅
を
結
ぶ
区
間
に
つ
い
て
、

関
係
自
治
体
や
Ｊ
Ｒ
東
海
や
Ｊ

Ｒ
西
日
本
な
ど
の
関
係
者
か
ら

員
会
は
改
め
て
有
識
者
、
関
係

自
治
体
お
よ
び
Ｊ
Ｒ
西
日
本
な

ど
の
意
見
聴
取
を
行
い
、
移
動

時
間
や
乗
り
換
え
の
利
便
性
な

ど
を
総
合
的
に
検
討
し
、
協
議

の
結
果
、
14
日
に
「
小
浜
京
都

ル
ー
ト
」
と
決
定
し
、
20
日
に

与
党
と
し
て
取
り
ま
と
め
た
。

な
お
、
京
都
か
ら
新
大
阪
駅
ま

で
の
ル
ー
ト
に
つ
い
て
速
達
性

が
期
待
さ
れ
る
「
北
周
り
」
と

関
西
文
化
学
術
研
究
都
市
へ
の

接
続
が
期
待
さ
れ
る
「
南
周
り
」

の
２
つ
の
案
が
検
討
さ
れ
て
お

り
、今
年
３
月
末
ま
で
に
結
論

を
出
す
こ
と
も
会
合
で
示
さ
れ

た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
こ
の
間
、
関

係
単
組
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
西
労
組
と

と
も
に
敦
賀
以
西
ル
ー
ト
に
つ

い
て
は
、
「
小
浜
京
都
ル
ー
ト
」

が
妥
当
で
あ
り
、
我
田
引
水
と

な
ら
な
い
よ
う
利
便
性
を
見
極

め
た
う
え
で
総
合
的
か
つ
合
理

的
判
断
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
Ｊ

Ｒ
連
合
国
会
議
員
懇
談
会
お
よ

び
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
所
属
議
員

と
連
携
し
、
民
進
党
に
も
働
き

か
け
て
き
た
。
昨
年
３
月
に
は

民
進
党
（
当
時
民
主
党
と
維
新

の
会
）
は
「
整
備
新
幹
線
に
関

す
る
考
え
方
」
と
し
て
現
在
建

設
推
進
さ
れ
て
い
る
北
海
道
・
北

陸
・
九
州
新
幹
線
長
崎
ル
ー
ト

の
課
題
お
よ
び
四
国
新
幹
線
の

必
要
性
な
ど
に
つ
い
て
一
定
の

方
向
性
を
取
り
ま
と
め
た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
11
月
22
日
に

実
施
し
た
税
制
改
正
に
む
け
た

国
土
交
通
大
臣
要
請
行
動
に
お

い
て
、
合
理
的
で
速
や
か
な
ル
ー

ト
決
定
お
よ
び
整
備
新
幹
線
計

画
の
更
な
る
推
進
に
む
け
た
財

源
確
保
を
石
井
大
臣
に
訴
え
て

き
た
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ｒ
西
労
組
は
、
11

月
30
日
に
Ｊ
Ｒ
西
労
組
推
薦
の

議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
所
属
議
員
18

人
を
招
聘
し
た
勉
強
会
を
開
催

し
、
３
ル
ー
ト
案
の
試
算
結
果

に
つ
い
て
国
土
交
通
省
幹
部
か

ら
説
明
を
受
け
、
課
題
認
識
の

共
有
を
図
っ
て
き
た
。

　

ル
ー
ト
が
決
ま
っ
た
も
の
の
、

現
時
点
で
国
土
交
通
省
は
北
海

道
新
幹
線
札
幌
開
業
ま
で
は
財

源
確
保
の
見
通
し
が
立
た
な
い

た
め
２
０
３
１
年
度
に
着
工
し
、

２
０
４
６
年
度
の
開
業
予
定
を

想
定
し
て
い
る
。
経
済
効
果
を

高
め
て
い
く
た
め
に
は
よ
り
早

期
の
全
線
開
業
が
必
要
不
可
欠

で
あ
る
。ま
た
、
並
行
在
来
線

の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
も
課
題

整
理
が
必
要
で
あ
る
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
引
き
続
き
関

係
議
員
と
の
連
携
を
強
化
し
、

敦
賀
以
西
ル
ー
ト
の
諸
課
題
の
解

決
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

与
党
の
北
陸
新
幹
線
敦
賀
・

大
阪
間
整
備
検
討
委
員
会
は
、

北
陸
新
幹
線
の
敦
賀
市
と
新
大

　

12
月
20
日
、
北
陸
新
幹
線
の

敦
賀
以
西
ル
ー
ト
が
「
小
浜
京

都
ル
ー
ト
」
に
決
ま
っ
た
。

意
見
聴
取
を
行

い
、
昨
年
４
月

に
、
滋
賀
県
の

米
原
駅
で
東
海

道
新
幹
線
と
合

流
す
る
「
米
原

ル
ー
ト
」、福
井

県
小
浜
市
を
通

る
「
小
浜
京
都

ル
ー
ト
」
、京

都
府
舞
鶴
市
を

通
る「
舞
鶴
ル
ー

ト
」の
３
案
に

絞
り
込
み
、国

土
交
通
省
に
よ

っ
て
建
設
費
な

ど
が
検
証
さ
れ

11
月
11
日
に
公

表
さ
れ
た
。
こ

の
公
表
内
容
を

も
と
に
検
討
委

　

12
月
５
日
～
９
日
、
Ｉ
Ｔ
Ｆ

（
国
際
運
輸
労
連
）
の
運
輸
路

面
部
会
総
会
と
鉄
道
部
会
総
会

が
ベ
ル
ギ
ー
の
首
都
ブ
リ
ュ
ッ

セ
ル
で
開
催
さ
れ
、
Ｊ
Ｒ
連
合

か
ら
上
村
良
成
総
合
組
織
・
政

策
局
長
と
政
所
大
祐
政
策・調
査

部
長
が
、Ｊ
Ｒ
東
海
ユニ
オ
ン
本
部

の
半
田
健
介
業
務
部
長
、Ｊ
Ｒ
九

州
労
組
熊
本
地
本
の
仲
本
友
三

書
記
長
ら
４
人
が
参
加
し
た
。

　

Ｉ
Ｔ
Ｆ
（
国
際
運
輸
労
連
）

は
世
界
１
５
３
か
国
６
９
０
組

合
４
５
０
万
人
を
代
表
す
る
組

織
で
、
Ｉ
Ｔ
Ｕ
Ｃ
（
国
際
労
働

組
合
総
連
合
）
と
共
に
活
動
す

る
国
際
産
別
組
織
で
あ
る
。
Ｉ

Ｔ
Ｆ
は
10
月
末
に
は
都
内
に
て

４
年
に
一
度
の
ア
ジ
ア
太
平
洋

地
域
総
会
を
開
催
し
、
自
動
運

転
技
術
の
進
歩
や
シ
ェ
ア
リ
ン

グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
課
題
に
つ
い

て
協
議
し
、
Ｊ
Ｒ
連
合
か
ら
も

多
数
参
加
し
て
き
た
。
同
じ
く

４
年
に
一
度
開
催
さ
れ
る
今
回

の
運
輸
路
面
部
会
総
会
と
鉄
道

部
会
総
会
に
つ
い
て
は
、
運
行

に
お
け
る
安
全
性
な
ど
に
つ
い

て
課
題
提
起
が
あ
り
議
事
が
進

め
ら
れ
た
。

　

６
日
、
議
題
と
し
て
鉄
道
の

安
全
性
に
関
す
る
発
言
を
求
め

ら
れ
た
中
で
、
Ｊ
Ｒ
連
合
か
ら

上
村
局
長
が
発
言
に
立
ち
、

「
安
全
対
策
は
ハ
ー
ド
面
の
投

資
が
重
要
で
あ
る
が
、
ま
だ
ま

だ
人
が
判
断
・
操
作
す
る
部
分

も
多
い
。
発
生
す
る
事
象
の
う

ち
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
に
起
因

す
る
も
の
も
多
い
が
、
ヒ
ュ
ー

マ
ン
エ
ラ
ー
は
結
果
で
あ
り
原

因
で
は
な
い
。
エ
ラ
ー
が
発
生

し
た
背
景
を
含
め
た
真
の
原
因

究
明
が
重
要
で
あ
る
」
と
発
言

し
、
Ｊ
Ｒ
西
労
組
が
取
り
組
ん

で
い
る
「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー

非
懲
戒
制
度
」
に
つ
い
て
も
紹

介
し
た
。

中澤委員長を先頭に組織拡大に取り組む
ことを確認し合った

の
世
話
役
活
動
で
信
頼
関
係
を

つ
く
り
、
Ｊ
Ｒ
連
合
や
Ｊ
Ｒ
北

労
組
運
動
に
理
解
を
求
め
な
が

ら
、
組
織
拡
大
に
繋
げ
て
い
ま

す
。
昨
年
は
10
人
の
仲
間
が
増

え
、
新
年
早
々
に
も
組
織
拡
大

が
あ
り
ま
し
た
。
「
安
全
安
定

運
行
」
へ
の
取
り
組
み
や
、
日
々

の
世
話
役
活
動
を
通
じ
て
、Ｊ
Ｒ

北
労
組
運
動
が
浸
透
し
て
い
る

こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。
ま

ＪＲ連合新春セミナー


